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(百万円未満切捨て)

１．2022年３月期第２四半期の連結業績（2021年４月１日～2021年９月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期第２四半期 12,325 10.1 2,143 68.9 2,158 62.1 1,611 78.7

2021年３月期第２四半期 11,197 △18.7 1,269 △41.9 1,331 △40.4 901 △38.2
(注) 包括利益 2022年３月期第２四半期 1,694百万円( 79.6％) 2021年３月期第２四半期 943百万円( △33.8％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年３月期第２四半期 75.39 －

2021年３月期第２四半期 41.28 －
　

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2022年３月期第２四半期 36,866 29,218 79.3

2021年３月期 35,396 29,032 82.0
(参考) 自己資本 2022年３月期第２四半期 29,218百万円 2021年３月期 29,032百万円
　　

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年３月期 － 5.00 － 12.00 17.00

2022年３月期 － 16.00

2022年３月期(予想) － 16.00 32.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　　　

３．2022年３月期の連結業績予想（2021年４月１日～2022年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 24,200 2.7 3,100 6.1 3,200 5.9 2,200 19.2 101.00
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
　

　　



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 ―社（社名） 、除外 ―社（社名）
　

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2022年３月期２Ｑ 25,587,421株 2021年３月期 25,587,421株

② 期末自己株式数 2022年３月期２Ｑ 4,786,923株 2021年３月期 3,805,354株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年３月期２Ｑ 21,373,096株 2021年３月期２Ｑ 21,843,136株
　

　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判
断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、ワクチン接種が一定数進んだものの、感染力の強い変異株の

流行で緊急事態宣言の対象地域の拡大、期間延長で景気の停滞が継続しました。

一方、世界経済は、ワクチン接種が進んだ欧米、中国の景気回復があったもののコンテナ不足による国際物流の

混乱や半導体不足による供給制約により、先行き不透明な状況が続いております。

このような状況のなか、当社グループは、お客様のニーズをとらえた新製品の開発及びＷＥＢ会議を利用しての

国内外への積極的な営業展開、品質第一とした構造改革の推進と一層の生産効率化等に鋭意取り組んでまいりまし

た。そして、中国子会社につきましては輸出の拡大、高付加価値品や不定形耐火物の拡販などの体質改善に取り組

んでまいりました。

この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は123億25百万円と前年同四半期に比べ11億27百万円の増収とな

り、営業利益は21億43百万円と前年同四半期に比べ８億74百万円増加し、経常利益は21億58百万円と前年同四半期

に比べ８億27百万円の増加となりました。

親会社株主に帰属する四半期純利益につきましては、16億11百万円と前年同四半期に比べ７億９百万円の増加と

なりました。

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

（耐火物等）

耐火物等事業につきましては、鉄鋼向けの需要が回復したこと等により、当第２四半期連結累計期間の売上高は

101億53百万円となり、前年同四半期に比べ８億47百万円の増収、セグメント利益は26億64百万円となり、前年同四

半期に比べ10億円の増加となりました。

（エンジニアリング）

エンジニアリング事業につきましては、受注が増加したこと等により、当第２四半期連結累計期間の売上高は21

億72百万円となり、前年同四半期に比べ２億79百万円の増収、セグメント利益は２億52百万円となり、前年同四半

期に比べ21百万円の減少となりました。

　

（２）財政状態に関する説明

①財政状態の状況

当第２四半期連結会計期間の財政状態につきましては、中国における環境規制対応のため、原材料等の買い増し

を進めた結果、資産合計、負債合計及び純資産合計が増加しました。

それぞれの状況は次のとおりであります。

当第２四半期連結会計期間の資産合計は、368億66百万円であり、前連結会計年度に比べ14億70百万円増加しまし

た。これは主として、現金及び預金の減少７億14百万円等があるものの、原材料及び貯蔵品の増加８億87百万円、

受取手形、売掛金及び契約資産の増加５億22百万円、製品の増加４億４百万円、流動資産その他に含まれている預

け金の増加２億50百万円等によるものであります。

　当第２四半期連結会計期間の負債合計は、76億48百万円であり、前連結会計年度に比べ12億84百万円増加しまし

た。これは主として、買掛金の増加５億20百万円、電子記録債務の増加４億52百万円、賞与引当金の増加３億67百

万円等によるものであります。

　当第２四半期連結会計期間の純資産合計は、292億18百万円であり、前連結会計年度に比べ１億85百万円増加しま

した。これは主として、自己株式の増加12億58百万円等があるものの、利益剰余金の増加13億49百万円等によるも

のであります。

　この結果、当第２四半期連結会計期間の自己資本比率は79.3％となり、財政状態は概ね良好であると判断してお

ります。
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②キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の残高は106億76百万円となり、前第２四半期連結会計

期間末より10億15百万円増加いたしました。これは、自己株式の取得による支出があったものの、税金等調整前四

半期純利益が主な要因であります。各キャッシュ・フローの状況は次のとおりであります。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間における営業活動の結果獲得した資金は15億80百万円となりました（前第２四半期連

結累計期間比８億80百万円の減少）。これは主に、棚卸資産の増加12億65百万円、法人税等の支払額３億91百万円

等の減少要因があるものの、税金等調整前四半期純利益21億58百万円、仕入債務の増加額９億98百万円等の増加要

因によるものであります。

前第２四半期連結累計期間に比べて獲得した資金の減少は、棚卸資産の増減差が主な要因であります。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間における投資活動の結果使用した資金は５億３百万円となりました（前第２四半期連

結累計期間比１億93百万円の減少）。これは主に、有形固定資産の取得による支出４億66百万円等によるものであ

ります。

　前第２四半期連結累計期間に比べて使用した資金の減少は、有形固定資産の取得による支出が減少したことが主

な要因であります。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間における財務活動の結果使用した資金は18億13百万円となりました（前第２四半期連

結累計期間比15億15百万円の増加）。これは主に、自己株式の取得による支出12億63百万円、自己株式取得のため

の預託金の増加２億77百万円、配当金の支払額２億60百万円等によるものであります。

　前第２四半期連結累計期間に比べて使用した資金の増加は、自己株式の取得による支出が増加したことが主な要

因であります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

今後の見通しにつきましては、業績に与える影響が大きい粗鋼生産量、中国における電力供給制限・環境規制強

化による中国産原料の価格高騰などが懸念されます。このような状況を踏まえ、2021年５月13日に公表いたしまし

た連結業績予想に変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 11,390,772 10,676,481

受取手形及び売掛金 8,866,063 －

受取手形、売掛金及び契約資産 － 9,388,473

電子記録債権 1,702,885 1,649,968

製品 2,963,605 3,367,616

仕掛品 369,785 290,638

原材料及び貯蔵品 2,518,718 3,405,854

その他 113,146 400,130

貸倒引当金 △3,337 △5,054

流動資産合計 27,921,641 29,174,108

固定資産

有形固定資産 5,094,308 5,216,477

無形固定資産 21,938 26,642

投資その他の資産

投資有価証券 2,116,078 2,172,157

その他 270,828 291,939

貸倒引当金 △28,249 △14,497

投資その他の資産合計 2,358,657 2,449,599

固定資産合計 7,474,904 7,692,719

資産合計 35,396,546 36,866,827
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 1,601,393 2,121,717

電子記録債務 1,536,325 1,988,640

未払法人税等 467,830 621,192

賞与引当金 － 367,030

役員賞与引当金 29,400 12,528

その他 1,332,221 1,131,929

流動負債合計 4,967,171 6,243,037

固定負債

退職給付に係る負債 1,350,087 1,370,516

その他 46,795 35,187

固定負債合計 1,396,882 1,405,703

負債合計 6,364,054 7,648,741

純資産の部

株主資本

資本金 2,654,519 2,654,519

資本剰余金 1,750,465 1,762,031

利益剰余金 24,621,486 25,971,328

自己株式 △823,490 △2,082,170

株主資本合計 28,202,981 28,305,709

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 673,417 683,819

繰延ヘッジ損益 7,789 8,232

為替換算調整勘定 161,793 225,793

退職給付に係る調整累計額 △13,490 △5,469

その他の包括利益累計額合計 829,510 912,376

純資産合計 29,032,492 29,218,086

負債純資産合計 35,396,546 36,866,827
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

売上高 11,197,726 12,325,314

売上原価 8,937,785 9,048,082

売上総利益 2,259,940 3,277,231

販売費及び一般管理費 990,684 1,133,386

営業利益 1,269,255 2,143,845

営業外収益

受取利息 3,452 3,472

受取配当金 33,433 36,897

不動産賃貸料 8,634 10,062

雇用調整助成金 18,000 －

その他 11,264 15,716

営業外収益合計 74,783 66,148

営業外費用

支払利息 377 236

自己株式取得費用 971 8,841

為替差損 9,693 705

固定資産除却損 584 38,364

その他 1,315 3,673

営業外費用合計 12,942 51,821

経常利益 1,331,096 2,158,172

特別損失

固定資産売却損 11,089 －

特別損失合計 11,089 －

税金等調整前四半期純利益 1,320,007 2,158,172

法人税、住民税及び事業税 427,859 586,481

法人税等調整額 △9,458 △39,535

法人税等合計 418,401 546,945

四半期純利益 901,606 1,611,227

非支配株主に帰属する四半期純利益 － －

親会社株主に帰属する四半期純利益 901,606 1,611,227
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

四半期純利益 901,606 1,611,227

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 67,801 10,402

繰延ヘッジ損益 △4,766 443

為替換算調整勘定 △25,818 63,999

退職給付に係る調整額 4,644 8,020

その他の包括利益合計 41,860 82,866

四半期包括利益 943,467 1,694,093

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 943,467 1,694,093

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 1,320,007 2,158,172

減価償却費 402,748 398,630

貸倒引当金の増減額（△は減少） △673 △13,852

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 18,402 20,428

賞与引当金の増減額（△は減少） 352,850 367,030

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △13,732 △16,872

受取利息及び受取配当金 △36,885 △40,369

雇用調整助成金 △18,000 －

支払利息 377 236

固定資産売却損益（△は益） 11,089 －

売上債権の増減額（△は増加） 1,595,728 △129,606

棚卸資産の増減額（△は増加） 751,971 △1,265,131

仕入債務の増減額（△は減少） △820,793 998,812

その他 △762,568 △545,498

小計 2,800,522 1,931,979

利息及び配当金の受取額 36,885 40,369

利息の支払額 △377 △236

法人税等の支払額 △376,370 △391,910

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,460,660 1,580,202

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △635,067 △466,205

有形固定資産の除却による支出 － △3,500

有形固定資産の売却による収入 17,558 5,745

無形固定資産の取得による支出 － △6,389

投資有価証券の取得による支出 △79,895 △33,264

投資活動によるキャッシュ・フロー △697,404 △503,612

財務活動によるキャッシュ・フロー

自己株式の取得による支出 △129,977 △1,263,095

配当金の支払額 △153,591 △260,879

自己株式取得のための預託金の増減額(△は増
加)

－ △277,207

その他 △13,818 △12,023

財務活動によるキャッシュ・フロー △297,388 △1,813,205

現金及び現金同等物に係る換算差額 △11,100 22,324

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,454,767 △714,291

現金及び現金同等物の期首残高 8,206,159 11,390,772

現金及び現金同等物の四半期末残高 9,660,927 10,676,481
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　 該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当社は、2021年５月13日開催の取締役会決議に基づき、自己株式993,500株の取得を行っております。この結

果、当第２四半期連結累計期間において、自己株式が1,263百万円増加し、当第２四半期連結会計期間末において

自己株式が2,082百万円となっております。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用)

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）

等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財

又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。

これにより、工事契約に関して、従来は、進捗部分について成果の確実性が認められる工事の場合には工事進行

基準により、その他の工事の場合は工事完成基準によっておりましたが、原則として、履行義務を充足するにつれ

て、一定の期間にわたり収益を認識する方法に変更しております。履行義務の充足に係る進捗度の測定は、各報告

期間の期末日までに発生した工事原価が、予想される工事原価の合計に占める割合に基づいて行っております。ま

た、履行義務の充足に係る進捗度を合理的に見積もることができないが、発生する費用を回収することが見込まれ

る場合は、原価回収基準にて収益を認識しています。なお、契約における取引開始日から完全に履行義務を充足す

ると見込まれる時点までの期間がごく短い工事契約については代替的な取扱いを適用し、一定の期間にわたり収益

を認識せず、完全に履行義務を充足した時点で収益を認識しております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半期連

結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

この結果、当第２四半期連結累計期間の四半期連結財務諸表に与える影響は軽微であります。なお、利益剰余金

の当期首残高への影響はありません。

収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示していた

「受取手形及び売掛金」は、第１四半期連結会計期間より「受取手形、売掛金及び契約資産」に含めて表示するこ

ととしております。なお、収益認識会計基準第89-２項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度について

新たな表示方法により組替えを行っておりません。さらに、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準

第12号2020年３月31日）第28-15項に定める経過的な取扱いに従って、前第２四半期連結累計期間に係る顧客との契

約から生じる収益を分解した情報は記載しておりません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用)

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が

定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、四半期連結財務諸表に与える影響

はありません。
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（セグメント情報等）

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 2020年４月１日 至 2020年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント

耐火物等 エンジニアリング 合計

売上高

外部顧客への売上高 9,305,422 1,892,303 11,197,726

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― ― ―

計 9,305,422 1,892,303 11,197,726

セグメント利益 1,664,243 273,807 1,938,050

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額

　 及び当該差額の主な内容(差異調整に関する事項)

(単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 1,938,050

セグメント間取引消去 ―

全社費用(注) △668,795

四半期連結損益計算書の営業利益 1,269,255

　(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。
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Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 2021年４月１日 至 2021年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント

耐火物等 エンジニアリング 合計

売上高

顧客との契約から生じる収益 10,153,137 2,172,177 12,325,314

外部顧客への売上高 10,153,137 2,172,177 12,325,314

（業種別内訳）

鉄鋼 5,248,548 228,631 5,477,180

　その他 4,904,588 1,943,545 6,848,133

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― ― ―

計 10,153,137 2,172,177 12,325,314

セグメント利益 2,664,819 252,467 2,917,286

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額

　 及び当該差額の主な内容(差異調整に関する事項)

(単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 2,917,286

セグメント間取引消去 ―

全社費用(注) △773,441

四半期連結損益計算書の営業利益 2,143,845

　(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。
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（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、「（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項（セグメント情

報等）」に記載のとおりであります。

（重要な後発事象）

(自己株式の取得)

当社は、2021年５月13日開催の取締役会において、会社法第165条第３項の規定により読み替えて適用される同法

第156条の規定に基づき、自己株式取得に係る事項について決議し、自己株式の取得を下記のとおり実施いたしまし

た。

1. 自己株式の取得を行う理由

経営環境の変化に対応した機動的な資本政策の遂行を可能とするためであります。

2. 取得に係る事項の内容

　① 取得対象株式の種類 当社普通株式

　② 取得する株式の総数 1,800,000株（上限）

　 （発行済株式総数（自己株式を除く）に対する割合8.26％）

　③ 株式の取得価額の総額 1,500,000,000円（上限）

　④ 取得期間 2021年５月14日～2022年３月31日まで（約定日ベース）

　⑤ 取得方法 東京証券取引所における市場買付け

3. 自己株式の取得の状況

上記、市場買付けによる取得の結果、2021年10月１日から2021年10月12日までに当社普通株式190,200株（取得価

額236,831千円）を取得し、当該決議に伴う自己株式の取得は終了いたしました。

　


